
新型コロナワクチン接種後も

感染対策の継続をお願いします
ワクチン接種後でも新型コロナウイルスに感染する可能性があります。
また、ワクチンを受けた⽅から他⼈への感染をどの程度予防できるかはまだ分
かっていません。
引き続き、介護サービス事業所では、感染対策を継続していきます。
サービスを利⽤する皆様も、引き続きマスクの着⽤・手指消毒・3密の回避等に、
ご理解ご協⼒をお願いいたします。
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Ｑ１ ワクチンにはどんな効果がありますか。

• 感染症に対する免疫をつけたり、免疫を強めるために接種されています。個人
の発症・重症化予防や、社会全体での感染症の流行を防ぐことが期待されてお
り、新型コロナウイルスへの感染を完全に防ぐものではありません。

• 新型コロナウイルス感染症に感染しても、重症化や、発熱やせきなどの症状が
出ること（発症）を防ぐことが期待されています。

Ｑ２ ワクチン接種後に新型コロナウイルスに感染することはありますか。

• ワクチン接種後でも新型コロナウイルスに感染する可能性はあります。
•ファイザー社製ワクチンは、２回目の接種から７日目以降におけるワクチンの有効性（発
症予防効果）は約95％、武田／モデルナ社の新型コロナワクチンは、２回目の接種から
14日以降におけるワクチンの有効性（発症予防効果）は約94％と発表されています。

Ｑ３ 接種後はマスクをしないでよいですか。

• ワクチンを受けた方は、新型コロナウイルス感染症の発症を予防できると期待
されていますが、ワクチンを受けた方から他人への感染をどの程度予防できる
かはまだ分かっていません。

• このため、引き続き、皆さまに感染予防対策を継続していただくようお願いし
ます。 具体的には、「3つの密（密集・密接・密閉）」の回避、マスクの着用
の継続、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒の励行などを
お願いします。 （参考）練馬区ホームページ
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